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カッパ8t型

　SE研究班が観測ロケットに関して行なっている仕蛮

：t三つあって

　A　技衛的に完成されたロケー1トを用いて各毬の宇

　　宙観測を行なうこと．

　　B　すでに観澗のservice餌ghtに周いられている

　　接種の性能向上，改良，refinement．

　　C　次期の宇宙観測の見適しを立て．新機種につい

　　てり研究醗発試作，試験飛しtうを行なう二と．

である．Aのsurnmaryについては各研究者力、ら，本

琵に述ぺられてあウ，またCにつし・てはLainbda計画，

Mu計画等が該当し，これについては「1963年におけ

る甕灘ロケットの計画」（本tS　14ページ）の項を参無され

たt’，

K－8L型はB項に該当するもので，　prOtotypeはIGY

中多数使屠されたK騨6型である．K崎型は生薩研究第

11巻第8’号に述ぺたように性能向上されてK－6　H型

但1まHigh　perfermanceの略）1こなったが，　K；8L型

｛之これをさらに性能向上きせたもので，原名はK－6S型

｛SlまSvper　high　performanceの略）であった．

　K－6型とK－6H型とK－8　L型のbaSic　dimenSien

や性能の差は「1963年における観測ロケ．7トの計面」

中の第1豪，第5表に示されている．

　おもな差異は重量がK－6型の260kgからK・－6　H

尋1の330kg，　K－8L型の337　kgと増加していること．

全長もK－6型の5．6mがK－6H型で6．9mtK－6S型

で7．3mと少し伸び、また，　se◎end　stage　mdketの径

が155からK－6S型で160にわつか増加している．

　性能の差はきわめて大きくK－6型の60㎏1，K－6H

型の85kmが、　K－8　L型ではK－8　L－1号機のdight　data

は175kmである．

　K－8L型は多少のmOdthcation．や丘ring　ope「ation

のやウ方によっては　Cwind　dispetSionやlaunching

angle）200　kmにも達する可能性があるので，高度とし

ては，K－8型と同級になり，ただpayloadがX喝型の

40N50　kgにくらべて12～15kgと小さいだけなので

K－6S型からk－8L型と改称された．

　K－8L型はそ02号機でナトリウム発光弾およびテル

ミフト弾で上層の風の翠測機として，1963年6月“c　fight

が計画されているが，さらに1963年には3号機の伍ght

の可能性があり，またIQSYではIGYにおけるK－6

型に代わるものとして多数使用されよう．

　もう一っ付け加えたいことはK－8L型が日本の南極

観測再開に備えてtもし南極観測が再麗され，またもし

この折南極でのロケ7卜観測計画が夷現すればこのため

に最適なロケ7トであるといえよう．

　K－3L－1号機は，またKSC（東京大学鹿児臨字宙空

間観測斬）の初使用のロケ7トでもあった．

　K－8L型〔K－6S）の性能向上の手段は．比椎力の大きい

推薬の開発とロケ7ト機体各部の重量軽減，refinenlent

によるもので．K－6型系での最終版となろ）．

　K溶S型（K－8L｝の梅想は1961年9月頃から立てられ

first　fi｛ght　test　lt　1962年8月25日行なわれた．これに

ついてば轟助教授の報皆（本誌33ページ）を参照された

い．　　　　　　　　　　　　　　（1963年5月20日受理）
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